
12
月
19
日
㈪
に
南
極
大
陸
ユ
ニ
オ
ン
グ
レ
ー

シ
ャ
ー
基
地
で
劇
団
文
芸
座
が「
結
婚
の
申
し
込
み
」

を
上
演
し
ま
し
た
。
文
芸
座
か
ら
、
小
泉
博
代
表
、

小
泉
邦
子
氏
、
谷
井
美
夫
氏
、
舟
本
幸
人
氏
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
基
地
の
テ
ン
ト
内
に
て
、
現
地

ス
タ
ッ
フ
や
冒
険
家
等
を
前
に
南
極
で
の
初
の
演
劇

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

上
演
作
品
は
「
結
婚
の
申
し
込
み
」
で
、
ア
ン
ト

ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
を
基
に
、
伊
賀
山
昌
三
が

日
本
風
に
翻
案
し
た
も
の
で
す
。
文
芸
座
の
重
要
な

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
海
外
17

カ
国
で
公
演
実
績
が
あ
り
ま
す
。
小
泉
代
表
が
演
出

を
手
が
け
、
村
娘
と
み
え
の
父
親
・
番
助
役
を
舟
本

幸
人
氏
、
と
み
え
役
を
小
泉
邦
子
氏
、
と
み
え
に
求

婚
す
る
鳶と
び
吉
役
を
谷
井
美
夫
氏
が
演
じ
ま
し
た
。

日
本
語
の
セ
リ
フ
は
分
か
ら
ず
と
も
万
人
に
通
じ

る
共
感
を
呼
び
、
観
客
は
息
を
の
み
作
品
を
観
て
い

ま
し
た
。
声
の
ト
ー
ン
や
表
情
を
巧
み
に
使
い
分
け

る
演
技
は
迫
力
満
点
で
、
衝
撃
の
結
末
を
迎
え
た
直

後
、
観
客
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
派

遣
の
模
様
は
同
行
し
た
寺
田
幹
北
日
本
新
聞
社
文
化

部
長
に
よ
っ
て
逐
一
富
山
に
伝
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と

も
世
界
に
類
の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

公
演
に
先
立
ち
、
12
月
17
日
㈯
に
は
南
極
へ
の
玄

関
口
で
あ
る
チ
リ
の
プ
ン
タ
・
ア
レ
ー
ナ
ス
に
て
プ

レ
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
同
時
刻
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
劇
団
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ス
タ
ジ
オ
・

デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
が
、
文
芸
座
を
応
援
し
よ
う
と
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
「
結
婚
の
申
し
込
み
」
を
上
演
し
ま
し

た
。
南
極
の
地
に
富
山
か
ら
は
る
ば
る
芸
術
文
化

を
運
ん
で
き
た
事
へ
の
驚
き
と
感
謝
の
声
が
沸
き
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

南
極
大
陸
世
界
初
公
演

劇
団
文
芸
座

　
　
　
ユ
ニ
オ
ン
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
に
て
公
演

撮影：北日本新聞社撮影：北日本新聞社

青柳志郎氏揮毫の書をプレゼント

1

第　241　号
平成29年 1月

（一社）富山県芸術文化協会
〒930-0096 富山市舟橋北町7-1
　　　　　 県教育文化会館内
1(076)441－8635(内線123)



　
第
39
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
展
示
を
平
成
28

年
11
月
26
日
㈯
〜
28
日
㈪
に
富

山
県
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
展
示
部
門
で
は
、児
童
画

4
6
5
点
、
書
7
5
5
点
、
写

真
14
点
、童
画
14
点
の
応
募
が

あ
り
、子
ど
も
た
ち
の
意
欲
あ

ふ
れ
る
作
品
を
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
し
ま
し
た
。
文
芸
部

門
に
は
、創
作
童
話
10
点
、詩

33
点
、
短
歌
2
1
4
点
、
俳
句

7
2
0
点
、川
柳
18
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
の
特
別
展
示
と
し

て
、ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ハ
イ
ド
ゥ

＝
ビ
ハ
ー
ル
県
と
ハ
イ
ド
ゥ

ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ
、中
国
の
遼
寧

省
と
上
海
、韓
国
の
江
原
道
、

ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
、ア
メ
リ

カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
、ブ
ラ
ジ
ル

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
子
ど
も

た
ち
の
児
童
画
1
3
0
点
と
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
児
童

画
７
点
も
あ
わ
せ
、計
８
か
国

1
3
7
点
の
児
童
画
を
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ハ
イ
ド
ゥ
ナ
ー
ナ
ー
シ
ュ
、

韓
国
の
江
原
道
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
、ア
メ
リ
カ
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
創
作
童
話

16
作
品
が
特
別
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
オ

レ
ゴ
ン
州
か
ら
は
富
山
県
の
姉

妹
州
と
し
て
壁
画
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
、会
場
展
示
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
11
月
27
日
㈰
に
富

山
県
教
育
文
化
会
館
で
行
っ
た

演
示
部
門
で
は
、県
内
15
団
体

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
多
彩
な

演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
思
う
存
分
発
揮
し
、若
さ

溢
れ
る
ス
テ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。今
年
の
特
別
公
演
は
、

ベ
ル
ギ
ー
の
ハ
ウ
ズ
パ
ラ
シ
ュ

に
よ
る「『
ア
モ
ー
ル
』―
愛
を

探
す
小
さ
な
旅
―
」が
披
露
さ

れ
、愛
の
あ
ふ
れ
る
心
温
ま
る

舞
台
に
、観
客
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
演
後
に
は
、ハ
ウ
ズ
パ
ラ

シ
ュ
に
金
メ
ダ
ル
が
、県
内
の

出
演
者
の
中
か
ら
20
名
に
は
奨

励
賞
が
吉
田
泉
芸
文
協
会
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

展
示
部
門・
文
芸
部
門
大
賞
受

賞
者
、演
示
部
門
奨
励
賞
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
賞
】
受
賞
者
（
敬
称
略
）

◎
展
示
部
門

（
児
童
画
）
福
田　
　
楓

（　
書　
）
岩
瀬　
愛
美

（
写　
真
）
紅
谷　
実
柚

（
童　
画
）
舟
崎　
弘
美

◎
文
芸
部
門

（
創
作
童
話
）
永
森　
乃
絵

（　
詩　
）
野
村　
妃
希

（
短　
歌
）
野
澤　
侑
夏

（
俳　
句
）
久
津
呂
奈
々

（
川　
柳
）
杉
本　
蒼
空

【
演
示
部
門 

奨
励
賞
】

受
賞
者
（
敬
称
略
）

牧
江　
梨
桜　
　
菅
原　
麻
希

米
屋　
美
里　
　
山
崎　
凜
子

宮
川　
理
衣　
　
石
村　
一
花

三
箇　
晴
美　
　
三
箇　
美
咲

広
岡　
　
皐　
　
増
山　
千
尋

澤
野　
怜
和　
　
松
村　
芽
依

髙
嶋　
倫
佳　
　
今
井　
蒔
優

江
尻
心
乃
花　
　
片
山　
夏
希

末
次　
葵
衣　
　
花
木
ゆ
ら
ら

船
木　
彩
衣　
　
村
井　
花
風

第
39
回
富
山
県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

富山新聞社の宮本佐智夫代表、ベルギー・ハウズパラシュ代表
のプスチェンス・ジャック氏らによる開会式でのテープカット

海外からの特別展示

アメリカ・オレゴン州から届いた壁画

ベルギー・ハウズパラシュによる「『アモール』―愛を探す小さな旅―」

演示部門（SOSEI ジュニアアンサンブル）
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平
成
28
年
12
月
４
日
㈰
の
午

後
２
時
よ
り
、
富
山
県
教
育
文

化
会
館
に
お
い
て
、
と
や
ま
舞

台
芸
術
祭
2
0
1
6 

安
念
千

重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
「
オ
ペ
ラ

公
演
『
笠
地
蔵
』
〜
大
晦
日
の

奇
蹟
〜
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

２
部
構
成
か
ら
な
る
本
公
演

は
、
第
１
部
に
「
邦
人
作
曲
家

の
世
界
」
と
題
し
、
４
人
の
邦

人
作
曲
家
の
歌
曲
を
４
人
の
歌

手
の
皆
さ
ん
が
表
現
豊
か
に
歌

い
あ
げ
ま
し
た
。

第
２
部
の
「
オ
ペ
ラ
公
演

『
笠
地
蔵
』
〜
大
晦
日
の
奇
蹟

〜
」
で
は
、
日
本
の
昔
話
と
し

て
馴
染
み
深
い「
笠
地
蔵
」を
、

今
回
は
台
本
作
者
の
中
村
敬
一

氏
自
身
に
よ
る
演
出
と
、
作
曲

家
の
松
井
和
彦
氏
自
身
に
よ
る

指
揮
で
上
演
し
ま
し
た
。

安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

務
め
、
県
内
外
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
声
楽
家
の
皆

さ
ん
や
県
オ
ペ
ラ
協
会
合

唱
団
の
皆
さ
ん
が
出
演
し

た
本
公
演
は
、
と
て
も
親

し
み
や
す
く
、
ま
た
、
活

き
活
き
と
し
た
歌
声
は
多

く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
終
演
後
観
客
か
ら
は

「
心
が
温
か
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
を
多
く
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
富
山
県
芸
術

文
化
協
会
の
第
63
回
理
事
会
を

平
成
28
年
12
月
14
日
㈬
、
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富

山
３
階
「
鳳
」
に
お
い
て
、
車

谷
市
朗
県
生
活
環
境
文
化
部
次

長
、
清
原
明
宏
県
生
活
環
境
文

化
部
文
化
振
興
課
長
を
来
賓
に

迎
え
、理
事
40
名
、参
事
25
名
、

監
事
２
名
な
ど
が
出
席
し
開
催

し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
と

予
算
案
の
骨
子
に
続
い
て
、
平

成
28
年
度
事
業
経
過
報
告
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
事
業
で

は
、
日
韓
友
好
交
流
事

業
、
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼

寧
省
派
遣
事
業
、
可
西

舞
踊
研
究
所
チ
ェ
コ
・

プ
ラ
ハ
公
演
及
び
第
16

回
モ
ナ
コ
世
界
演
劇
祭

派
遣
事
業
、
富
山
県
・

遼
寧
省
友
好
「
遼
寧
文

化
芸
術
週
」
2
0
1
7

を
は
じ
め
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
・
バ
ラ
ト
ン
美
術

キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ハ
イ

ド
ゥ
サ
ー
グ
国
際
ア
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
派
遣
事
業

を
行
う
予
定
で
す
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
7

は
、
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
で
「
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
・
フ
ロ
ム
・
プ
ラ

ハ
2
0
1
7
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ

ラ
ー
ナ
」
を
、
利
賀
芸
術
公
園

の
利
賀
大
山
房
で「
民
踊
公
演
」

と
「
邦
楽
公
演
」
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
恒
例
の
第
23
回
富
山
県

い
け
ば
な
公
募
展
、
第
66
回
富

山
県
芸
術
祭
、
第
42
回
富
山
県

青
少
年
美
術
展
、
第
40
回
富
山

県
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

芸
術
鑑
賞
、
芸
術
文
化
指
導
者

招
へ
い
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
ま
す
。

こ
の
他
、受
託
事
業
と
し
て
、

例
年
開
催
の
県
民
芸
術
文
化
祭

2
0
1
7
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
、
中

央
通
ア
ー
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
及

び
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
さ
ら
に
ほ
く
ぎ
ん
ア
ー

ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
一
番
町
を
開

催
し
ま
す
。

共
催
事
業
と
し
て
は
、
第

72
回
富
山
県
美
術
展
、
美
の

祭
典 

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
7
を
開
催
し
ま
す
。

第
63
回
理
事
会

平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
を
承
認

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
６

富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会　
第
４
回
公
演

安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
オ
ペ
ラ
公
演『
笠
地
蔵
』
〜
大
晦
日
の
奇
蹟
〜
」

3



平
成
28
年
11
月
19
日
㈯
〜
23

日
（
水
・
祝
）
ま
で
富
山
県
民

会
館
美
術
館
と
展
示
室
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ロ
ビ
ー
に
て
「
美
の

祭
典　
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6
」を
開
催
し
ま
し
た
。

年
齢
や
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を

取
り
払
っ
た
平
面
と
立
体
の
２

部
門
制
の
本
美
術
展
は
サ
イ
ズ

に
制
限
が
な
い
こ
と
か
ら
、
規

則
に
捕
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
で

多
彩
な
作
品
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
中
に
は

組
み
立
て
る
の
に
時

間
を
要
す
る
ほ
ど
の

大
物
作
品
も
あ
り
ま

し
た
。

今
回
は
平
面
部
門

で
３
８
３
点
、
立
体

部
門
で
53
点
、
合
わ

せ
て
４
３
６
点
の
作

品
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
各
ジ
ャ
ン
ル
の

審
査
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果

２
６
２
点
が
入
選

し
、
一
堂
に
展
示
し

ま
し
た
。

平
面
部
門
は
、
藤

木
圭
氏
の「
狭
」が
、

立
体
部
門
は
、
佐
野

猛
氏
の
「
五
角
水

指
」
が
大
賞
を
受
賞
し
、
県
知

事
賞
と
北
日
本
新
聞
社
長
賞
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

後
に
は
、
受
賞
者
に
よ
る
ク
ロ

ス
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
出
品
者

は
講
評
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
に
は
、
学
生
に

よ
る
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、

子
ど
も
の
た
め
の
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、「
私
の
お
気
に
入

り
」
と
題
し
た
入
賞
作
品
（
佳

作
を
除
く
）の
人
気
投
票
な
ど
、

多
彩
な
交
流
事
業
も
実
施
し
ま

し
た
。
絵
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
県
内
３
つ
の
保
育
園
児

と
１
つ
の
幼
稚
園
児
ら
が
「
ゆ

か
い
な
動
物
、
ゆ
か
い
な
仲

間
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
谷
弓

子
県
児
童
美
術
研
究
会
会
長
の

指
導
の
も
と
共
同
制
作
に
励
み

ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
上
部
の
壁
面

に
は
、
県
下
の
子
ど
も
た
ち
約

８
０
０
人
に
よ
る
動
物
た
ち
の

絵
が
展
示
さ
れ
、
来
場
し
た
児

童
が
自
分
の
描
い
た
絵
を
探
す

な
ど
、
微
笑
ま
し
い
光
景
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
19
日
㈯
〜
23
日
㈬
ま
で
の
５

日
間
の
本
展
に
は
、１
１
，８
８
５

人
が
来
場
し
ま
し
た
。ま
た
会

期
終
了
後
、主
な
入
賞
作
品
は
、

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
、北

日
本
新
聞
社
新
川
支
社
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、北
日
本
新
聞
社
砺
波
支

社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
し
た

巡
回
展
で
平
成
28
年
12
月
15
日

㈭
ま
で
展
示
し
ま
し
た
。

美
の
祭
典　

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

石井隆一県知事らによる開会式でのテープカット

子どものための絵画ワークショップ

受賞者クロストーク（平面部門）

受賞者クロストーク（立体部門）
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11
月
２
日
㈬
に
富
山
市
立
大

久
保
幼
稚
園
に
お
い
て
大
正
琴

と
日
本
舞
踊
の
公
演
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
正
琴
公
演
で
は
琴

修
会
ラ
ブ
・
ハ
ー
プ
が
「
お

よ
げ
！
た
い
や
き
く
ん
」
や

「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
な

ど
を
演
奏
。
演
奏
の
途
中
に
大

正
琴
の
楽
器
紹
介
も
あ
り
、
園

児
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
次
の
日
本
舞
踊
公

演
は
、
藤
間
寿
栄
仙
社
中
、
西

川
扇
城
緒
社
中
、
西
川
扇
博
社

中
が
「
桃
太
郎
」
な
ど
４
演
目

を
披
露
。
華
や
か
で
優
美
な
舞

に
日
本
舞
踊
の
奥
床
さ
を
感
じ

る
公
演
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
㈫
は
富
山
市
立
樫

尾
小
学
校
に
お
い
て
声
楽
と
洋

楽
の
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
第

一
部
の
声
楽
公
演
で
は
、
ソ
プ

ラ
ノ
の
長
谷
和
美
氏
と
ピ
ア
ノ

の
小
川
麻
衣
氏
が
出
演
。
オ
ペ

ラ
の
名
曲
や
「
こ
の
道
」、「
カ

ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド
」
を
表
現

力
豊
か
に
歌
い
あ
げ
、
生
徒
た

ち
は
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
第
二
部
の
洋
楽
公
演

は
、
ハ
ー
プ
ト
リ
オ 

花
音
（
か

の
ん
）
が
出
演
し
、「
花
の
ワ

ル
ツ
」か
ら「
越
中
お
わ
ら
節
、

コ
キ
リ
コ
節
」
ま
で
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
フ
ル
ー
ト
、

ヴ
ィ
オ
ラ
、
ハ
ー
プ
の
美
し
い

音
色
で
演
奏
。
最
後
に
出
演
者

全
員
で
「
花
は
咲
く
」
と
樫
尾

小
学
校
の
校
歌
を
演
奏
し
、
生

徒
と
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。

11
月
28
日
㈪
に
高
岡
市
立
こ

ま
ど
り
支
援
学
校
と
学
校
法
人

高
岡
第
一
学
園
附
属
第
三
幼
稚

園
に
お
い
て
ベ
ル
ギ
ー
の
ハ
ウ

ズ
パ
ラ
シ
ュ
が
演
劇
・
人
形
劇

公
演
「『
ア
モ
ー
ル
』―
愛
を
探

す
小
さ
な
旅
―
」
を
上
演
し
ま

し
た
。
ハ
ウ
ズ
パ
ラ
シ
ュ
は
、

彼
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
障

が
い
者
と
健
常
者
と
の
統
合
を

も
目
指
し
て
お
り
、
心
温
ま
る

公
演
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

色
々
な
道
具
を
使
う
な
ど
演
出

や
音
響
、
照
明
に
も
工
夫
を
凝

ら
し
見
ご
た
え
の
あ
る
公
演
で

し
た
。
公
演
後
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
、
大
成
功
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

12
月
21
日
㈬
の
社
会
福
祉
法

人
市
野
瀬
福
祉
会
戸
出
西
部
保

育
園
で
は
、
富
山
県
立
新
湊
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
吹
奏

楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「X'm
as 

メ
ド
レ
ー
」
の
合
唱

か
ら
公
演
が
始
ま
り
、
ト
ー
ン

チ
ャ
イ
ム
演
奏
が
あ
っ
た
り

と
、
吹
奏
楽
だ
け
で
は
な
く
演

出
に
こ
だ
わ
っ
た
見
て
い
て
楽

し
い
演
奏
会
に
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
話
題
の
「
ピ
コ
太
郎

の
シ
ョ
ー
」
や
園
児
が
大
好
き

な
「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ
え
も

ん
」
で
は
園
児
た
ち
が
一
緒
に

な
っ
て
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し

て
参
加
し
、
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度　

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

11月２日　富山市立大久保幼稚園

11月22日　富山市立樫尾小学校

11月28日　高岡市立こまどり支援学校

11月28日　学校法人高岡第一学園附属第三幼稚園

12月21日　社会福祉法人市野瀬福祉会戸出西部保育園
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訃　

報

民
謡
指
導
者
で
長
年
に
わ
た

り
民
謡
の
普
及
に
ご
尽
力
さ
れ

た
芸
文
協
参
事
の
佐
藤
久
夫
先

生
が
平
成
28
年
12
月
11
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
、
富
山
県
の
芸
術
文
化

の
振
興
と
発
展
、
ま
た
芸
文
協

の
諸
事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご

貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

【
合
唱
部
門
】

（
宮
丸
勝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

11
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

ウ
イ
ン
グ
・
ウ
イ
ン
グ
高
岡

講
師
＝
岩
本
達
明
先
生

（
合
唱
指
揮
者
）

　
県
内
合
唱
団
や
一
般
の
方
々

を
対
象
と
し
、
合
唱
の
表
現
方

法
や
発
声
方
法
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
部
門
】

（
加
納
佑
成
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
、
富
山
県

民
小
劇
場
Ｏ
Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｓ

講
師
＝
池
田
幸
広
先
生

（
チ
ュ
ー
バ
奏
者
）

　
参
加
者
は
、
チ
ュ
ー
バ
奏
法

に
つ
い
て
池
田
先
生
か
ら
熱
心

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
演
奏

に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
】

（
小
澤
眞
琴
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
17
日
㈯
〜
18
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
中
村
静
香
先
生

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
）

　
弦
楽
器
の
演
奏
技
術
の
指
導

を
中
心
に
、
個
人
レ
ッ
ス
ン
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

真
剣
に
練
習
に
取
り
組
み
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
ま
し
た
。

【
洋
舞
部
門
】

（
利
田
み
さ
き
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

12
月
27
日
㈫
〜
28
日
㈬

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
佐
藤
万
里
絵
先
生

（
洋
舞
家
）

　
参
加
者
は
、
佐
藤
先
生
の
丁

寧
な
指
導
か
ら
た
く
さ
ん
の
事

を
学
び
、
今
後
の
レ
ッ
ス
ン
に

つ
な
が
る
充
実
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
新
工
芸
富
山
会
展

２
月
１
日
㈬
〜
２
月
７
日
㈫

富
山
大
和
５
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

び
〜
め
ん
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
公
演

ｖ
ｏ
ｌ
・
15「
金
閣
寺
」

２
月
18
日
㈯
〜
２
月
19
日
㈰

富
山
県
民
小
劇
場
Ｏ
Ｒ
Ｂ
Ｉ
Ｓ

平
成
28
年
度（
公
財
）日
本
民
謡
協
会

「
民
謡
民
舞
富
山
県
連
合
大
会
」

「
民
謡
民
舞
少
年
少
女
大
会
」

３
月
19
日
㈰

砺
波
市
文
化
会
館

第
42
回
亜
細
亜
現
代
美
術
富
山
支
部
展

４
月
１
日
㈯

富
山
県
民
会
館
美
術
館

宇
波
千
神
吟
道
五
十
年

富
山
千
吟
会
創
立
四
十
五
周
年

記
念
吟
道
大
会

６
月
18
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー

ル
）

草
月
三
創
会
白
崎
社
中
展

10
月
７
日
㈯
〜
10
月
８
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル（
多
目
的

小
ホ
ー
ル
）

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

平
成
28
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

（
合
唱
・
吹
奏
楽
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
洋
舞
）

（合唱部門）岩本達明先生

（吹奏楽部門）池田幸広先生

（オーケストラ部門）中村静香先生

（洋舞部門）佐藤万里絵先生
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